
「第１回 大規模水害対策ワークショップ」のふり返り

背景とねらい
＜背景＞

全国各地で大規模水害が発生している。

地球温暖化に伴う気候変化の影響により大規
模水害の発生が懸念される。

大規模災害を想定して香川地域継続計画の検
討が進められている。

＜本ワークショップの位置付け＞

大規模水害発生後の“地域の生き残り計画”
について、“住民目線”で議論する先進的な
取り組み

大規模水害に着眼し、“上下流の地域が一
体”となって広域的に議論する“全国でも初
めて”の取り組み

＜本ワークショップのねらい＞

土器川流域において、“水害に強いまちづく
り”を目指した流域・地域で一体となった大
規模水害対策を推進

流域住民等の意見集約、情報共有、共通認識
の醸成

検討組織と役割（３つの組織）
ワークショップ（事務局：国交省）

：検討のための意見集約・情報共有

検討会（事務局：国交省）：とりまとめ書」の検討

協議会（事務局：香川大学）：連携・サポート

・大規模水害対策ワークショップ（ワークショップ）
・大規模水災害に適応した対策検討会（検討会）
・香川地域継続検討協議会（協議会）

ワークショップの対象
土器川流域：国管理の区間（河口～常包橋上流）

検討対象の水害：堤防の決壊に伴う大規模水害

・土器川では大正元年に発生

・近年、他県で実際に発生
（H24年7月九州北部、 H16年7月新潟・福島、ほか）

第１回ワークショップ会場の様子

資料－２

○「大規模水害対策ワークショップ」の概要
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「第１回 大規模水害対策ワークショップ」開催の様子

「図面(透明シート)」での検討 「意見カード」での検討

・情報共有：土器川の特性や他河川の
被災事例等の情報を共有

・ワークショップ検討：大規模水害時
における、いろいろな立場での「困る
こと」について、「図面（透明シー
ト）」で検討、「意見カード」で検討

検討の場 情報共有（図化） 意見出し（ＷＳ）

第１回

ＷＳ

被害想定（堤防決壊を想定した最大浸水
深図等）

被害の内容（具体的に起こることを図化）

いろいろな立場から被害の内容に応じて困る
ことを抽出

第２回

ＷＳ

上記のＷＳ検討を踏まえ、一般的な大規
模災害が発生した際に行われる活動の内
容（具体的に活動することを図化）

上記の困ることの掘り下げ（左記の活動によ
れば、困ることに対応できるのか）

地域の生き残りのアイデアを抽出

第３回

ＷＳ

上記のＷＳ検討を踏まえ、土器川の大規
模水害に対する地域機能継続案（適応策
案）を作成・提示

適応策の効果分析結果（対策前と対策後
の比較図）

上記のアイデアの掘り下げ（左記の適応策に
よれば、“水害に強いまち”に成り得るのか）

・ 事前対策（予防活動）
・ 応急対策（緊急活動）
・ 復旧・復興対策

大規模水害対策ワークショップ検討の流れ前回7/28実施
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「第１回 大規模水害対策ワークショップ」の意見分類

・大規模水害時における、いろいろな立場での「困ること」の意見を分類・整理し、
“図面に図示される被災直後の困ること”を平面図に図示

※参照資料：資料－５、参考資料（第1回大規模水害対策ワークショップ開催報告）

意見分類方法

１．テーブル毎の困ること意見分類表
テーブル毎の困ること意見を大きく３つに分類

①被災直後の困ること

②その後の困ること

③災害への備え不足による困ること

※意見分類の項目は、資料－５ P.2～3
の被害指標に基づき設定

２．困ること意見整理表
分類項目毎に困ることの具体的な内容を整理

３．地域機能支障（困ること）平面図
すべての意見を踏まえ、被災直後の困ることを図面に図示

3

活動項目
平常時 災害警戒期

2～3日間
応急対策期
約10日間

復旧・復興期
約10日以降

施設の点検・整備

防災体制の準備・確保

情報の収集・伝達

水防・警戒活動

避難誘導活動

救出・救護活動

救援活動

土木施設応急復旧 本格復旧へ移行

ライフライン施設応急復旧

水害廃棄物等の処理

時間の経過 堤防決壊

災害への備え不足 被災直後 その後困ることの分類

緊
急
活
動
期

水害発生時の時系列と困ることの分類
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困ること
の分類

番号 被害指標項目 具体的な内容（困ること） 備考

1 機能低下する医療施設

・病院等へのアクセスが困難（自動車、徒歩等）
・救急車での患者の搬送が困難
・医療用電子機器等の使用が困難
・受け入れ可能な医療機関を住民がわからないと困る
・医師・医療スタッフの確保が困難
・医薬品、食料品の確保が困難
・容量不足により患者の受け入れが困難

2 機能低下する社会福祉施設
・施設へのアクセスが困難（自動車、徒歩等）
・要援護者の避難体制（人員、避難方法）が不十分だと困る
・医療品、食料品の確保が困難

3 機能低下する防災拠点施設

・救急車両やパトロール車による出動が困難
・人員の確保が困難
・情報収集・伝達体制が不十分だと困る（被害状況、避難指示等）
・浸水により使用可能な避難所の確保が困難
・災害備蓄品、食料品等の不足
・孤立集落等に対する地域全体の連携体制が不十分だと困る

4 途絶する主要な道路

・一般車両、緊急車両等の通行に支障
・緊急物資の搬送が困難
・浸水区域内の移動が困難（ボート等が必要）
・通勤や買物、帰宅が出来なくて困る

5 途絶する主要な鉄道
・鉄道の通行に支障（鉄道レールが冠水）
・緊急物資の搬送が困難
・通勤や買物、帰宅が出来なくて困る

6 電力の停止

・戸建て、集合住宅が使用不能
・集合住宅等の棟全体が停電
・重要施設（病院・防災拠点等）の機能停止
・断線による漏電被害の発生
・信号機の停止
・緊急・復旧対応の体制、準備が不十分だと困る

7 都市ガス、LPガスの停止

・戸建て、集合住宅が使用不能
・ガス漏れの発生
・プロパンガスボンベの流失
・緊急・復旧対応の体制、準備が不十分だと困る

8 上下水道の停止

・浸水対策を実施していない浄水場が停止
・集合住宅が使用不能（揚水ポンプが停止）
・浸水対策を実施していない下水処理場あるいは中継ポンプ場が停止
・下水・汚水があふれて困る
・給水車手配等の地域連携体制が不十分だと困る
・緊急・復旧対応の体制、準備が不十分だと困る

9 固定・携帯通信の停止

・戸建て、集合住宅が使用不能
・浸水対策を実施していない基地局の機能が停止
・緊急・復旧対応の体制、準備が不十分だと困る
・家族の安否確認ができなくて困る

10
サプライチェーン、上場企
業への影響

・物流が滞り、企業活動に支障
・従業員の避難、帰宅ができなくて困る
・人員の確保が困難
・浸水による工場・農業用施設の停止、商品被害
・緊急・復旧対応の体制、準備が不十分だと困る

11 人的被害

・漂流物による負傷・死傷
・災害時要援護者の避難が困難
・避難所の浸水
・避難所の食料や飲料水、トイレ等の確保が困難
・避難・安否状況の把握が困難
・避難所、避難経路がわからなくて困る
・下水、汚水がひいた後の処理が不十分だと困る
・救助用ボート、防災ヘリの不足
・自家用車が浸水により走行不能、流失

図
面
に
図
示

困ること意見整理表

被災直後の
困ること
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困ること
の分類

番号 被害指標項目 具体的な内容（困ること） 備考

困ること意見整理表

12 文化施設等の被害 ・文化財の破損や滅失（図書館の本等）

13 水害廃棄物の発生
・ゴミ等（プロパンガスボンベ）の水害廃棄物が発生
・家財や車等の水害廃棄物が発生

14 浸水被害の拡大・長期化
・排水ポンプ（設置数、排水能力）が不十分だと困る
・ため池の氾濫対策が不十分だと困る
・浸水の長期化により農作物等の被害が拡大すると困る

15
社会秩序の低下
（治安・防犯）

・避難所での避難活動中に泥棒に入られると困る

16
緊急復旧の遅延
（堤防の復旧）

・破堤箇所の復旧が遅延すると困る
・避難所の確保、復旧対策の策定が遅延すると困る

17 本格復旧・復興の遅延

・復旧のめどに関する情報がないと困る
・水害廃棄物の処理が遅延すると困る
・避難所の確保、復旧対策の策定が遅延すると困る
・ライフライン・インフラが早期に復旧しないと困る
・被害に関する相談窓口の設置が遅延すると困る
・被災地内外における自衛隊等の公的援助がないと困る
・各種業界の応援体制が不十分だと困る

18 浸水被害の発生（堤防決壊）
・大規模水害の発生が困る（生活に支障が生じる）
・近年増加している集中豪雨で被害が発生すると困る
・河川改修が不十分だと困る

19 水防活動への支障
・水害備蓄品（土のう等）の不足
・樋門・水門の機能支障が生じると困る
・消防団等の人員不足（連絡・交通手段の支障）

20 浸水被害の軽減対策の不足
・排水ポンプ（設置数、排水能力）が不十分だと困る
・都市計画で調整池等の減災機能を考慮していないと困る
・ため池の氾濫対策が不十分だと困る

21 家屋被害（住まい方）
・住宅・商業施設等の建設時に、水害時の浸水深を考慮した造りとし
ていないと困る
・家が損傷・破壊、流失して困る

22 防災意識・訓練の不足

・避難所、避難経路がわからなくて困る
・避難・安否状況の把握が困難
・災害時要援護者の避難体制が不十分だと困る
・避難所の食料や飲料水、トイレ等が不足

23 ボランティア連携不足
・被災地や避難所で人員が不足すると困る（行政だけでは人手不足）
・対外的な救助の受け入れ体制が不十分だと困る

24 地域の防災力の低下
・避難・安否状況の把握が困難
・災害時要援護者の避難体制が不十分だと困る
・避難所にいる病人やけが人に対応できる人員が不足

  ・第１回ワークショップにおける“困ること意見”をまとめて整理
・意見分類の項目は、資料－５　P.2～3　の被害指標に基づき設定

被災直後の
困ること

図
面
に
図
示

災害への
備え不足
による

困ること

その後の
困ること
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